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神経細胞の障害・変性とそれに対する保護・修復・再生方策を見出すことを目指し，
神経変性疾患モデルの病態解析と新しい治療法の開発，グリア細胞の機能局在，
神経外脳内環境の修飾，神経細胞分化に関わる超らせんDNA結合蛋白の機能解
析といった多角的な視点からのアプローチで，基礎と臨床を繋ぐ研究を行います．

多角的な視点から神経の
保護・修復・再生を目指す！

神経保護候補薬剤
candidate neuroprotective drugs/agents

drug treatments

neuroprotective effects

スクリーニング
!アストログリア増殖作用
  by astroglia proliferating effects

!アストログリア抗酸化防御機構関連因子への作用

  by effects on astroglial molecules of 

    anti-oxidative system

screening

アストログリアの抗酸化防御機構を標的とした新規神経保護薬の開発

Development of new neuroprotective drugs or techniques 
which activate astroglial anti-oxidative molecules

神経疾患モデルへの薬剤投与
apply to animal model of neurological 
disorders

神経-アストログリア共培養系を用いた
神経保護効果の検討
neuron-astroglia co-culture system

スクリーニング対象候補薬剤
candidate drugs/agents for screening

embryo

astroglial cells

~ アストログリアの抗酸化防御機構を標的とした
新規神経保護薬の開発をめざして~

１. 神経外脳内環境を標的とした疾患モデルを用いた
新規神経保護方策の開発

２. グリア細胞アストロサイトの部位特異的プロファイル
がもたらす脳内環境と神経保護

３. 食品中に溶出しうる内分泌攪乱物質の母胎への曝露
が産児脳発達に及ぼす影響

４．乱用薬物（覚醒剤，危険ドラッグ）の神経毒性と防御
＜担当教員：教授 浅沼幹人，講師 宮崎育子＞

５．神経細胞分化に関わる超らせんDNA結合タンパク質
の分子機能解析

＜担当教員：助教 細谷修，宮地まり＞

Isooka, N. et al., Neurochem. Int., 132, 104608, 2020. Miyazaki et al., Food and Chem. Toxicol., 138: 111235, 2020

Miyazaki et al., GLIA, 59: 435-451, 2011.


